
令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 書 （案） 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

 

 

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけについて、政府の対策本部は、５月８日に今の２

類相当から季節性インフルエンザなどと同じ５類に移行する方針を決定したこともあり、社会経

済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな持ち直しが続いている。その一方で、世界的なエネ

ルギー・食料価格の高騰による景気後退などが懸念されている。国内貨物輸送量については引き

続きプラスで推移するものの、総輸送量は限定的と見られている。 

感染拡大期においては、自粛という形で、多くの人が外出・移動を控えたが、物流は人々の生

活や医療活動、産業等を支えるエッセンシャルサービスとして、感染リスクを抱えながら事業を

継続し、社会に多大な貢献を果たしている。 

ウィズコロナとなった現在の社会情勢においては、物流における DXを積極的に推進できる環

境にある。この機を逃さず、物流のデジタル化や商慣行の見直しなど取引環境の改善に向けた構

造改革を一気呵成に進めなければならない。 

そこで、行政や他団体青年組織、道府県トラック協会青年組織との交流や意見交換を積極的に

行い、互いの知見を深めていく。 

東京２５支部青年部員同士においても、積極的に研修や情報交換の場を設け、強固なヒューマ

ンネットワークの構築を目指す。さらなる青年部内の活性化、引いては会員自身のスキルアップ、

会員企業の業績向上へ繋げていく。 

 

 

 

１．研修事業（担当：研修委員会） 

①次世代リーダーとしての見識・気概を身に付けるための経営者研修会 

②未来のトラック運送業界を創造するため、世の中の動向や最新の情勢を学ぶ研修会 

 

２．交流・親睦事業（担当：組織委員会） 

①本部・支部の垣根を取り除き、親睦を深めるためのイベントの企画・実施 

（ゴルフコンペ、家族会、支部毎のイベントへの正副本部長参加等） 

②全国の各青年組織との交流による、地域ごとの物流事情の把握とヒューマンネットワーク 

の構築 

③東ト協三組織（ロジ研・青年部・女性部）の連携により協会としての結束力を高める。 

 

３．市民・外部機関・他団体との交流・発信（担当：総務委員会） 

①小学生を対象とした交通安全教室を開催し、地域社会の交通安全の啓発 

②その他、地域社会に交通安全を啓発するための事業の展開 

③行政を含む各関係機関や他業界の青年組織との意見交換や交流 
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１．総務委員会関係 

 （１）各種会議の効率的な開催 

      本部規約に定める次の諸会議をより効果的かつ、確実に開催するよう年間スケジュー

ル（予定）を策定する。また、幹事会は、所属支部からの代理出席等により、出席率の

向上を図る。 

    ①総会１回 ６月開催 ②幹事会３回開催 ③正副本部長会 必要に応じ開催 

     なお、必要に応じて追加開催ができることとする。 

 （２）支部青年部研修活動会計処理法の徹底 

     「支部青年部研修活動等実施報告書兼助成金請求書」等の会計処理法について、より徹

底を期するため、今年度の予算執行状況上の改正点を含め、関係者への説明を行う。 

 （３）青年部関係重要通達類の保存 

      規約類をはじめ、重要通達類の確実な保存、支部青年部活動を円滑に遂行するため、

資料の補充等の整備を図る。 

 （４）各種情報の提供 

      メール（必要に応じて FAX）、SNS（LINE・Facebook）を利用し、青年部全体に研

修・各種行事等の情報提供を行う。 

 （５）交通安全教室の運営協力 

     小学生等へ各支部が実施する交通安全教室を関係各所と連携し、運営に協力する。 

（６）（公社）全日本トラック協会主催・後援による研修会等への参加推進 

      今年度に開催予定の全ト協青年部会「全国大会」等の行事への積極的な参加を図る。 

（７）全国の各青年組織の各種行事への参加推進 

      全国の各青年組織の各種行事への積極的な参加を図り、交流を深める。 

 （８）（公社）全日本トラック協会青年部会による募金活動への協力 

     全ト協青年部会が、社会貢献活動や被災地支援等として実施する募金活動に協力する。 

 

２．研修委員会関係 

 （１）研修活動の充実 

       今年度は、本委員会において、会員のスキルアップ、最新情報の提供を目的に、会員

の参加しやすい日程を考慮し、研修会を企画・実施する。 

①青年部研修会  

         青年経営者・後継経営者として必要な資質・知識・能力の向上、情報交換、交流を

目的に、研修を実施する。 

     ②青年経営者研修会 

         講演形式等の研修会を企画・実施する。 
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    ③研修見学会 

       国内外における物流事情等を学ぶため、関連する施設等の研修見学会を企画・実施

する。 

 

３．組織委員会関係 

 （１）青年部会員名簿の整備 

      各種文書の送信や会費徴収に関する連絡を行うため、各支部青年部会員名簿の整備を

促進する。各支部青年部にて入退会があった場合、その都度本部指定の入会申込書また

は退会届を作成して本部に報告する。 

 （２）青年部の加入促進 

      各支部の実情把握を行い、各委員会と連携し青年部会員の加入促進を図る。 

 （３）全国の各青年組織との意見交換会・交流会の実施 

      全国の各青年組織との交流を深めるため、意見交換会や交流会を企画・実施する。 

（４）レクリエーションの企画・実施 

      青年部会員及び家族相互の親睦を図るため、レクリエーション及び交流会を企画・実

施する。 

 （５）三組織活動の実施 

      ロジ研・女性部との三組織合同の事業活動として、合同研修会・合同新年会（今年度

はロジ研が担当）及び三組織の連絡会を開催する。また、ロジ研、女性部の企画に積極

的に参加する。 

（６）支部青年部研修活動事業における各支部間の連携強化 

      支部青年部研修活動事業について、人員不足等の事情により、実施が困難な支部もあ

るため、各支部の研修活動状況を把握し、合同開催ができるように斡旋をする。 

（７）トラックフェスタ TOKYOへの協力 

     トラックフェスタ TOKYOに協力する。 

 

４．広報委員会関係 

（１）青年部及び業界関係の各種情報の提供、会員相互の交流を目的とした運営 

     ①情報紙「きらめき」の発行 

        本部及び各支部青年部の活動予定や状況等の青年部会員への情報提供、経営に役

立つ業界の情報交換を行う。年３回（春・夏・冬）発行。 

     ②青年部ホームページの活用 

        青年部の各種行事の案内、活動報告、各種様式書類をホームページに掲載する。 
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③コミュニケーションツールの活用 

インターネット上の SNSサイト、Facebook を活用して、本部・支部青年部等にお

ける活動の情報発信を行う。 

     ④普及啓発事業の実施 

        １０月９日「トラックの日」の活動等、東ト協本部・支部の普及啓発事業に積極的

に協力する。 

     ⑤東ト協機関紙「東京都トラック時報」の取材への協力 

        本部及び各支部青年部の研修会等の行事が開催された際、東ト協機関紙「東京都ト

ラック時報」の取材に協力する。 

（２）青年部活動の広報を検討 

青年部活動の広報を検討・実施する。 

   

５．関ト協担当委員会関係 

（１）第３４回（公社）全日本トラック協会青年部会「関東ブロック大会」の参加推進 

      山梨県トラック協会青年部会が幹事となり、令和５年６月２３日（金）に開催する

大会への参加を推進する。 

（２）第２９回関東トラック協会青年部会「チャリティゴルフ大会」 

      山梨県トラック協会青年部会が幹事となり、公益財団法人交通遺児等育成基金の活

動への支援と各県青年部会メンバー同士の親睦を目的に、令和５年６月２４日（土）

に開催する大会への参加を推進する。 

 （３）関ト協青年部会「研修見学会」への参加推進 

      埼玉県トラック協会青年部会が幹事となり、令和５年１２月１５日（金）に開催する

研修見学会への参加を推進する。 

 （４）関ト協青年部会総務委員会・研修委員会所管事業の実施 

      「総務委員会」・「研修委員会」のメンバーとして、同委員会を担当する他県青年部会

とともに委員会所管事業を実施する。 

 （５）他県青年組織主催の研修会等への参加 

      関東各県の青年組織の研修等の活動に積極的に参加する。 

 （６）関ト協青年部会事業活動への協力推進 

関ト協青年部会事業活動への協力を推進する。 

 

-22-


